
第 47号
令和6年 5月 10日

ノ′ヽ
二ヽ 生
口
契約担当官

航空自衛隊第5航空

会計隊長 越 智 靖

下記により入札を実施するので、「入札及び契約心得」を熟知の上、参加されたい。

記

1入札に付する事項
(1)件   名 消防用設備保守点検 ((機器)及び (機器。総合))
(2)履 行場所 航空自衛隊下甑島分屯基地
(3)履 行期 限 令和7年3月 31日 (月 )

(4)契 約方法 確定契約
2入 本L同 時  令 和 6年 5月 31日  10時 30分
3入 札 方 式  一般競争入札
4入 本L場 所  航空自衛隊新田原基地司令部庁舎lF入札室
5参 加 資 格
(1)令和4・ 5・ 6年度の資格審査結果通知書 (全省庁統一資格)「役務の提供等」のA、 B、 C又はDの等
級に格付けされ、九州・沖縄地域の競争参加資格を有する者。

(2)予算決算及び会計令第70条及び第71条の規定に該当しない者。
(3)防衛省 防衛装備庁長官又は航空幕僚長から「装備品等及び役務の調達に係る指名停止の要領」
に基づく指名停止の措置を受けている期間中の者でないこと。

(4)前号により現に指名停止を受けている者と資本関係又は人的関係のある者であって、当該者と同種
の物品の売買又は製造若しくは役務請負について防衛省と契約を行おうとする者でないこと。

(5)原則、現に指名停止を受けている者の下請負については認めないものとする。ただし真にやむを得
ない事由を防衛省 防衛装備庁長官が認めた場合には、この限りではない。

6入 札 方 法 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の10パーセントに相当す
る額を加算した金額をもって落札価格とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係
る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった金額の110分の100に相
当する金額を入札書に記載すること。

7保 証 金 入札保証金 :免除、契約保証金 :免除
8契約書等作成の必要の有無 有
9説 明会 なし
10契約条項を示す場所 航空自衛隊新田原基地会計隊契約班及び新田原基地ホームページ
11適用する契約条琴 航空自衛隊標準契約 (請書)条項の役務供給契約 (請書)条項及び適用契約条

項の関係条項による。

12その他
(1)第 5項の参加資格のない者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札は無効とする。
(2)入札保証金の納付を免除した場合において、落札者が契約を結ばないときは、入札書に記載され
た金額に消費税及び地方消費税相当額を加算した金額の100分の5に相当する金額を徴収すること
とする。

(3)入札参加希望者は、下記連絡先まで一報の上、入札開始前までに資格審査結果通知書の写しを
会計隊契約班に提出すること。(FAX可とする。)
(4)入札に代理人が参加する場合は、委任状 (随意様式)を提出すること。
(5)郵便入札を可とする。その際は、入札日前日必着 (土 日祝日を除く。)とする。
(6)本書記載事項の詳細については、会計隊契約班に照会のこと。

〒889-1492宮崎県児湯郡新富町大字新田19581

航空自衛隊新田原基地 第5航空団会計隊契約功担当:高橋
TEL 0983-35-1121(内 線 )5735 FAX 0983-35-1805(直 通 )
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入 本L 書
令和 6 年 5 月 31 日

契約担当官

航空自衛隊第5航空団

会計隊長  越 智 靖 彦 殿

V
可

『

住   所
会 社 名
代 表 者 名(消費税別)

貴通知・公告に対し、入札及び契約心得・契約条項等承知の上、上記のとおり提出します。

履行期限 :R7.3.31

内  訳     履行場所 :航空自衛隊下甑島分屯基地

品名 (件名 ) 規  格
単

位
数量 単価 金 額 備 考

消防用設備保守点検 ((機器 )
及び (機器・総合))

仕様書のとおり 式 1

一 以下余白 一

'「* で

|
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|

|
|
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委 任 状

令和6年5月 31日

契約担当官

航空自衛隊第 5航空団

会計隊長 越智 靖彦 殿

(委任者 )
住  所

会 社 名

代 表 者

私は、下記の者を代理人と定め、下記件名の入札に関する一切の権限を委任します。

1 件名 消防用設備保守点検 ((機器)及び (機器・総合))

2 履行場所 航空自衛隊下甑島分屯基地

(代理人)

住  所

氏   名



航 空 自 衛 隊 仕 様 書

仕様書の種類

内容による分類 役務仕様書

性質による分類 個別仕様書

物 品 番 号 仕 様 書 番 号

品 名
又は
件 名

消防用設備保守点検 ((機器 )
及び (機器・総合))

下甑島LPS― R00015
承  認 令｀不口 5 `午  5 月 30 日
作 成 令不口 5 年  5 月 30 日

改 正
年   月   日
年   月   日

作成部
隊等名

第 9警戒隊

l 総則
1.1 適用範囲

本仕様書は,航空自衛隊下甑島分屯基地における消防用設備保守点検 ((機器)及び (機

機 。総合))について適用する。

1.2 履行場所

航空自衛隊 下甑島分屯基地

1.3 引用文書等

a) 「消防法 (昭和 23年法律第 186号 )」 ,「消防法施行令 (昭和 36年政令第 37号

)」 ,「消防法施行規則 (昭和 36年自治省令第 6号)」 ,「消防用設備等試験結果報告書

の様式を定める件 (平成 31年消防庁告示第 5号、第 6号)」

b)国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築保企業務共通仕様書」,「建築保全業務報

告書作成の手続き」 (平成 30年版)

c)一般財団法人日本消防設備安全センター発行 「消防用設備等点検実務必携」

2 役務に関する要求

2.1 役務の内容

a)点検は,消防法第 17条の 3の 3に基づき実施し,その結果については、消防法施行規

則第 31条の 6の 4に基づき,点検結果報告書を監督官に提出するものとする。

b)点検は,「消防用設備等の点検要領の全部改正について (消防予第 172号 (平成 14

年 6月 11日 ))」 の点検要領に基づき,確実に実施するものとする。

c)点検の資機材,点検用ガス等はすべて契約相手方が負担するものとする。また,点検に

使用する資機材等は点検前までに校正検査を終えていること。

d)点検終了後は,電源電圧,スイッチ類,収納状態を確認し,必ず元の状態に復元するもの



品名又は件名 消防用設備保守点検 ((機器)及び (機器・総合))

とする。

e) (機器・総合)点検で実施するハログン化物消火設備の放出試験に用いる試験用ガス

は,窒素ガス又は空気とし,放出の際は噴射ヘッドから放出状況を確認できる方法を講じる

ものとする。

f)スプリンクラー設備に付随する窒素ガス発生装置及び,コ ンプレッサーの作動点検も行

うものとする。

g)(機器・総合)点検については,各消防用設備ごと配線点検を行うものとする。

h)((機器)及び (機器・総合))点検の間隔については,約 6カ月空けるものとする。
2.2 点検数量一覧表

調達要領指定書のとおり。

2.3 点検箇所及び消防用設備等

調達要領指定書のとおり。

3 品質保証
不具合を確認した場合には,故障を探求し監督官へ点検結果及び故障原因を書面 (様式任

意)にて提出するものとする。

4 監督・検査
監督及び検査は,契約担当官の定める,監督・検査事務処理要領による。

5 秘密保全
5.1 秘密保全

a)本仕様書及び図面等は,履行目的以外で使用してはならない。また,点検終了後仕様書及

び図面は監督官に返納するものとする。

b)「航空自衛隊の立入禁止区域への立入手続き等に関する達」 (昭和 51年 3月 12日 航

空自衛隊達 5号)の定めるところにより立入申請手続きを行い,立入の許可を受けるものと

する。

6 その他の指示
6.1 提出書類

a)役務に必要な書類は,監督官の指示する様式により,指定する期日までに提出するものと

する。

b)役務写真は,作業前,中 ,後を撮影しアルバムに整理して提出するものとする。
6.2 安全管理

現場代理人は,作業現場の整理整頓に心掛け,風紀,衛生及び安全の管理並びに火災及び

盗難の事故防止に万全を期するものとする。



品名又は件名 消防用設備保守点検 ((機器)及び (機器・総合))

6.3 その他必要な事項

a)本役務実施にあたっての入門及び基地内における行動は,交通規則及び基地規則を厳守

するものとし,作業場所以外への立入を禁止する。やむを得ず作業場所以外への立入を必要

とする場合は,監督官に確認の上で行うものとする。

b)基地内の施設及び工作物,備品の保護には十分注意を払うものとし,万一不注意により破

損した場合は,速やかに監督官へ報告し,その指示のもと請負業者の負担にて原形に復旧する

ものとする。

c)本仕様書及びその他契約の履行において疑義が生じた場合は,速やかに契約担当官に通

知し,協議するものとする。



調 達 要 領 指 定 書

調 達 要 求 番 号

調 達 要 求 年 月 日 令和 6 年 4 月 24 日

作  成  部  課 第 9警戒隊

作 成 年 月 日 令和 6 年 4 月 23 日

品 名 又 は 件 名 消防用設備保守点検 ((機器)及び (機器・総合))

仕 様 書 番 号 下 甑 島
LPS一    R00015

指定事項 :

1 点検数量一覧表

別紙第 1、 別紙第 2の とおり。

2 点検箇所及び消防用設備等

2.1 点検箇所

別図第 1～別図第 10の とおり。

2.2 消防用設備等

a)ハ ロゲン化物消火設備

b)スプリンクラー設備

c)自動火災報知設備

d)非常警報設備

e)排煙設備



別紙第 1

(機器)及び (機器・総合)1回分点検数量一覧表 (ハ ロゲン化物消火設備 )

(機器)及び (機器・総合)1回分点検数量一覧表 (スプリンクラー設備)

番 号 名 称 数 量 単 位 備
ニム
つ́

消火薬剤貯蔵容器 21 基

別図第 3０
乙 容器弁開放装置 (ガス圧式) 21 イ固

う
０ 起動用ガス容器 7 イ固

４

ェ 起動用操作箱
７

・ 個 2個 (別図第 3)、 5個 (別図第 4)

民

υ 音響装置 22 組 別図第 4

′
０ 連動盤

１

■ 面

7回線 (別図第 3)ワ
ー 音声盤

１

■ 面

∩
Ｘ
Ｕ 表示盤

１
■ 面

Ｏ

υ 電源装置
１

■ 組

別図第 3
10 圧カスイッチ 7 イ固

不還弁 8 個

12 開口部自動閉鎖装置 48 個

31 固

［
別図第 4

14 選択弁 7 個
別図第 3

59 個

番号 名 称 数 量 単 位 備
ヨた
ンつ

加圧送水装置
１

■ 組
別図第 7

ｎ
Ｚ 起動装置

１

■ 組

つ
０ ヘッド 167 個

138個 (別図第 5)、 11個 (別図第8)
18個 (別 図第 9)

И
４ 制御盤

「
エ 面 別図第 7

員
υ 流水検知装置 2 組

別図第 5
１

■ 面

ワ
‘ 呼水装置

１
■

日
」
玄
小

別図第 7
０
０ 送水 口

１

■ 箇所

Ｏ

υ 圧カスイッチ
∩
６ 個 別図第 5

10 一次圧調整弁
１
■ イ固

別図第 7
11 水源

１

■ 組

12 補助散水栓
Ｑ
υ 個 別図第 5

13 末端試験弁
（づ イ固

丁面
~て

別図第 5)
1個 (別図第 9)

1個 (別図第8)、

14 窒素ガス発生装置
１

■ 式
別図第 7

15 コンプレッサー
１

■ 組

131放出表示灯箱

151ヘ ッド

6 1表示盤



別紙第 2

(機器)及び (機器・総合)1回分点検数量一覧表 (自 動火災報知設備 )

(機器)及び (機器・総合)1回分点検数量一覧表 (非常警報設備 )

(機器)及び (機器・総合)1回分点検数量一覧表 (排煙設備 )

番 号 名 称 数 量 単 位 備
ヨた
う

受信機 P型 1級  60回 線 １

■ 面 別図第 6

９

“ 定温式スポット型感知器 69 個
４

８

第

第
図

図

個

個

2個 (別図第 6)、

０
０ 煙感知器 81 イ固

第

第
図

図

個

個

2個 (別図第8)、

・
４ P型 1級発信機 Ｑ

） イ固
6個 (別図第 6)
2個 (別図第 9)

1個 (別図第 8)、

反
υ 表示灯

Ｑ

） 灯
6灯 (別図第 6)
2灯 (別図第 9)

1灯 (別図第8)、

′
０ 音響装置

Ｑ

） 個
6而
~砺
]図第 6)

2個 (別図第 9)
1個 (別図第8)、

７

１ 常用電源
１
■ 組

別図第 6
０
０ 非常電源

■
■ 組

番号 名 称 数 量 単 位 備
二た

ら́

非常警報設備 (操作部 ) 組

別図第 10
つ

４ 起動装置 (発信機、押しボタン) 組

う
０ 音響装置 組

灯

ヽ口_「■_

合 万 名 称 数 量 単 位 備
ヨた
イラ

制御盤  10回 線以下 １

■ 面

別図第 6

０
乙 ダンパー

（
６ 個

う
０ ツトよ菫口

■
■ 個

∠
■ 電動式シャッター 2 枚

民

Ｕ 排煙装置 (モーター駆動 )
１
■ ム
ロ

「
■ 面

4 1表示灯

61排煙装置 (起動盤 )
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件   名

図   名 案 内 図

縮   尺

図

面
番

号

1/″ 10

航空自衛隊 下飯島分屯基地

「役務関係者以外不許複製」

`

市



件  名

図   名 局 舎 平 面 図

縮   尺

図

面

番
号

2´/10

航空自衛隊 下甑島分屯基地

警戒区域

ハ ロン設備区域

う

」   |
4、     」ゝ

∠ヱ

ビ`
く

劇
相リ

「役務関係者以外不許複製」

ロ   ロ   ロ



件   名

図   名 ハロゲン化物消火設備平面図

縮  尺

3/10

航空自衛隊 下甑島分屯基地

夕 」

図
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↑ 1

マ
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件   名

図   名 自 動 火 災 報 知 設 備 平 面 図

縮  尺

4/10

航空自衛隊 下甑島分屯基地

ハロゲン化物消火設備
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「役務関係者以外不許複製」



件  名 図

所

件   名 スプリンクラー設備平面図

縮   尺

5/10

航空自衛隊 下甑島分屯基地

スプリンクラー設備

Eコ ●

「役務関係者以外不許複製」

□

図 回



件  名

6/10防 災 設 備 平 面 図図   名

縮  尺

」.

国

排煙設備
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「役務関係者以外不許複製」

航空自衛隊 下甑島分屯基地
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件   名

図   名

縮   尺 図   示
菫
号
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非常警颯設備

:警報設備 )

名 称 号 規 備   考 数 量 単 位

非常審報散償

引

複合装置

操作部 (電流部 )

起動装置 (発信機、押しボタン)

音響装置 表示灯 (1灯 )
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